


















はじめに 

近年における医学の進歩は疾病の構造を大きく変えつつある。種々の化学療法剤の開発に

よる感染症治療の進歩や先天性心疾患に対する管理方法の向上などにより，種々の心身障

害児の平均生存年令は著しく延長した。しかし,これらの患児のもつ障害の多様性のゆえに

,平均生存年令の延長を,手ばなしで喜ぶわけにはいかない。日常における健康管理につい

ても,それぞれの障害に対する十分な理解がなければ,実を伴なう健康管理はできない。さ

らに,生存年令の延長に伴なって生ずる患児自身と社会とのかかわり合いや,親と社会との

かかわり合いの中で,種々の問題点が浮び上ってきてる。そこでわれわれは数年前より,厚

生省心身障害研究班の中で，傷つきやすい集団vulnerable group としての障害児の保健指

導・教育の問題等を含めて,出生後より乳児期,幼児期,学童期に至るまでの小児期全般にわ

たる健康管理システムを模索してきた。昨年度本研究班にて作成した「ダウン症児健康手

帳」を,各フィールドにてパイロット・スタディー中であり,その成果をふまえた最終案は

来年度報告することとし,本年度は障害児の統合保育に関する問題点の洗い出しを実施し

たので報告する。統合保育は,平均生存年令がのびつつある障害児達が,まず最初に社会と

のかかわりをもつ重要な場として位置づけられるであろう。 


